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研究プロジェクトの概要  

 

【背景】 

 本学は，第３期中期目標で，基礎力・思考力・実践力で構成される「21 世紀を生き抜

くための能力（汎用的能力）」を備え，児童生徒に対しその能力を育成することのできる

教員を養成することをあげている。そして，「21 世紀を生き抜くための能力」に関して

は，その意義や構成要素等について検討し，「思考力」「実践力」に着目した各教科指導

の在り方と実践例をまとめてきた。今後，各教科指導法に関わる教員は，自身が担当する

教科の中で，「21 世紀を生き抜くための能力」を育成することのできる教員を養成する

ことに関し，中心的役割を果たしながら，さらに理論と実践を積み重ねていかなければな

らない。また，本年度の学部再課程認定においては，各教科指導法のコア・カリキュラム

が示され，教科指導法に関わる全授業科目との対応が求められた。その中には，情報機器

の活用やアクティブ・ラーニングなど，全教科に共通する内容も含まれ，今後，各教科指

導法が全体として，どのようなカリキュラムを構成していくのか検討する必要がある。ま

た，そのことが「21 世紀を生き抜くための能力」を育成することのできる教員を養成す

ることとどう関わるのか考えていくことが重要である。さらに，平成 29 年 3 月の小学校

及び中学校学習指導要領改訂により，教科の目標や内容が変わる中で，各教科指導法の授

業の在り方について新たに検討し，よりよい教員養成カリキュラムを実施していくことが

求められている。 

【目的】 

 本研究は，平成 31 年度から実施する指導法の授業に対し，各教科指導法担当者による

情報交換および検討を通して，授業の充実を図るとともに，本学の教員養成カリキュラム

全体を視野に入れた独自の教科教育カリキュラムの構築を目的とするものである。並行し

て「アクティブ・ラーニング」の視点から授業改善の取り組みができる教師、自身の授業

を「カリキュラム・マネジメント」できる教師、情報機器の有効活用やプログラミングの

指導ができる教師など、各教科指導法の中で、教師に求められる課題をどう扱っていくの

か，「21 世紀を生き抜くための能力」に照らし合わせながら検討を行う。このことは、

現在行っている指導法の授業を省察し改善することとなり、同時にそれを共有することで、

大学教員自身が協働的にカリキュラムを考える機会とすることができる。また，平成 29

年 3 月告示の小学校及び中学校学習指導要領では，言語能力，情報活用能力，問題発

見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力や，豊かな人生の実現や災害等を乗り越え

て次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を

教科等横断的な視点に立って育成することを規定している。それらの内容も踏まえ，研究

を進めていく。 

【特色】 

 本プロジェクトは，本学の教科教育を専門とする教員が協働して，教科固有のものの見



方・考え方の検討を基礎研究としつつ，教科横断的な問題解決の能力を育成するための教

育内容・指導法・評価方法を一体とした教科教育カリキュラムとして提案する実践的研究

である。全ての教科について教科教育担当教員を擁した，本学ならではの研究であり，他

の教育大学・学部を先導する研究として特徴付けることができる。 

【意義・期待される成果等】 

 日本の小・中学校の教育活動は、その多くが教科の時間を通して行われている。教員養

成課程のカリキュラムも、それらを基にした教科の枠組みで編成されている。世界の教育

の動向は、この教科の枠組みでの学習材を教授する教育から、教科を通して子どもの資

質・能力を育てる教育へとシフトしようとしている。その動きを踏まえれば、教科を通し

て子どもの資質・能力を育てる教育を実践することのできる教師を養成していくことが、

まず現在の教員養成に課せられた課題と言うことができよう。そのために，教科教育学に

基づく教科教育カリキュラムを構築することと，それぞれの教科指導法の授業や今後必要

に応じて新設される授業科目において，全体的視点からその内容と方法を改善していくこ

とで，確実に学生を育て，充実した教員養成機関としての役割を果たすことができると考

える。 

  

研究プロジェクトの成果  

 

平成 30 年度の研究成果としては， 

 各教科で育成する資質・能力を「21世紀を生き抜くための能力」と照らし合わせながら，

抽出・再検討を加え，各教科指導法のコアカリキュラムを基に，授業内容を検討した。そ

の際，本年度は，情報機器の活用と評価を全体に関わる項目として取り上げ，講演及び討

議を行った。 

① コアカリキュラムで示された「情報機器の活用」を各教科でどのように指導法の授業

に取り込むかについての提案や事例を研究し，さらに，プログラミング学習への各教科か

らのアプローチについて検討した。 

② 全教科に関わる評価の問題について，ポートフォリオを中心に講演および意見交換を

実施した。各教科指導法を横断的に考え，学生自ら行うポートフォリオのあり方について

学ぶことができた。 

さらに，教科教育学の歴史，変遷について，数学教育の講演を例に検討し，各教科教育 

の基本的立場とあり方について意見交換を行い，今後検討していく教科教育カリキュラム

の前提となる要素について検討した。 

 

平成31年度（令和元年度）の研究成果としては, 

 

 各教科それぞれの各教科指導法の授業について，コア・カリキュラムを基に作成した



シラバスの点検と，令和元年度から実施した教科の状況報告や課題の共有を行うことに

よって，令和２年度から全ての教科で実施される中等教科指導法（必修４科目）につい

ての検討を行った。 

 また，教員養成カリキュラムにおける「教科の指導法」の位置付けと，他の授業との

関連を考え，図に示すように，「教科の指導法」の授業の重要性を再確認した。 

 

  具体的には，平成31年度（令和元年度）

からコア・カリキュラムに基づく授業を

実践した国語科，英語科，理科，技術科

からの報告を基に，授業の内容・方法に

ついて検討を行った。 

模擬授業を限られた授業時間の中でど

のように組み込んでいくのか，その方法

や考え方が教科によって異なってはいた

が，コア・カリキュラムで目指された目

的のために様々な方法の提案があった。

特に英語科は，外国語（英語）コアカリ

キュラム対応表が示されているため，プ

ロジェクト型学習やマイクロティーチン

グ活用など，他教科に先駆けて積極的に

実践を行っていた。            教員養成カリキュラムの全体像と「教科の指導法」の位置

       

また，技術科からは，ICT機器の活用を始め，「技術ガバナンス（技術を評価，選択，

管理・運営する）能力」，「技術イノベーション（技術を改良・応用する）能力」，

「技術の見方・考え方」の育成とSTEM/STEAM教育への対応など，他の教科とは異なる内

容が示された。 

このように，教科の枠組みでの学習材を教える教育から，教科を通して子どもの資質・

能力を育てる教育へと大きく変わりつつある現在，教科独自の学習内容・方法を基にした

教科指導法だけでなく，他教科との関連を考える教科教育学に基づく教科教育カリキュラ

ムを構築することや，それぞれの教科指導法の授業科目において，全体的視点からその内

容と方法を改善していくことが重要である。そのため，本プロジェクトでは授業内容の検

討を中心に研究を行ってきたわけであるが，今後，令和２年度実施する授業実践を基に，

さらに内容と方法の検討を行い，それぞれの教科指導法の授業にフィードバックしながら，

全体として充実した教員養成カリキュラムを構築していくようにしていく。   
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学校現場や授業への研究成果の還元について 

 本学附属小・中学校の研究会において，本プロジェクトの分担者の殆どが指導者・助言

者として関わり，各教科における見方・考え方と教科横断的な考え方・教育内容について

述べている。また，公立の小・中学校においても同様な発信を行い，教育現場に研究成果

の還元を行ってきた。大学の授業に関しても，学習指導要領の改訂に伴い，各教科指導法

の授業を中心に本プロジェクト研究の成果が還元されるのは明らかである。 


